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  面白企画  
「何か面白いものはないか」と売場をのぞくの

は昨今の事ではないが、なかなかピント来るも

のが在りません。そのようななかで目に付いた

商品がありました。それは、イトーヨーカ堂

（Ｉ・Ｙ）の乾麺コーナーにありました。目に

付いた理由は、１．生そばがシリーズで取り扱

われていた。３種類のそば、そばの実の外側（外

層粉）を生かした食べ応えのある生そば、中層

粉を生かしたひきぐるみ生そば、内層粉を生か

し上品なのど越しを特徴にしたおびなた（更科）

生そばの３アイテムの取扱い。２．この３アイ

テムを３社に同じパッケージで作らせていた。

（ＰＢにはしていない）３．定番コーナーで企

画として販促（生そば企画） ４．３尺１本す

べてそば麺で品揃え（１７アイテム）。５．陳列

位置は６段棚で最上段と５段目を使用し上下同

じアイテムでダブリ陳列している。とても目に

つきます。そしてトップボードが着いています。 

これまでも、一食（乾麺）の生めん（うどん・

そば、比較的うどんがおおい）の挑戦はなされ

てきましたが、なかなか定番に定着する事は少

なかった。しかし、今回の取り組みは、徹底し

ている。シリーズ対応、３尺全面での販促企画、

タイトルボード縦割りの全面のそば麺コーナー、

生そばシリーズに目がいき、ついつい私自信も

購入してしまったわけです。 

季節の演出を伴えば、食欲も増す。すだれ、笹

をつかい夏場のそうめん、冷麦にあわせて売り

込む、今の時期はざるそばがいい。食べている

自分も想像され食のイメージが出来上がる。 

そこで、直接ＩＹに問い合わせるのも・・・と

思い乾麺会社に問い合わせてみた。「期間限定企

画」だそうで、売れ行き次第で今後の対応が決

まるそうです。ＩＹからの提案で３社が協力し

て作成。パッケージはＩＹからの提供だそうで

す。「売れ行きはどうですか」の問いに対しては、

天候のせいもありますが、まだ思ったほどでは

ないという。でもきっと、平台、エンドで演出、

夏真っ盛りになればきっと売れるはず。値段は

２２０・２４０ｇ（１２０ｇ×２袋入り）２９

８円でスポット特売されていた。（通常は３５

０円上代）。私の食味の感想は、「まあこんなも

のかな」という程度でしたが、ＢＹのこれを売

り込むぞという販促の思い、売ってやるぞとい



う思いに感動しました。感動させるということ

はこういうことだと思います。Ａコープのバイ

ヤーの皆様、商品に、売場に、そして企画にも

っともっと売り込みへの思いを伝えてください。

           
 地産地消と有機野菜  
Ａコープは地産地消を看板に商系との差別

化を図ろうとしている。商系も同じように地産

地消をうたい食育を絡め推奨している。先日

「地産地消で食生活をまもれ」と題する講演が

あった。店舗に関係する主旨のところを要約す

れば、これからは「スケールの経済」から「ス

コープの経済」になる。つまり決められた範囲

の中で相対的にクリティカル・マス（１７％以

上のシェア）を獲得することが必要。そして、

その商材の一つに地産地消商品がなりえる。た

だし、その地産地消の中にも工業型商品の分類

（大量生産・代替性もありブランド価値も低い、

したがって量で勝負するもの）と農業型商品

（一定以上になると高くなってしまう、安定的

に店頭に並びにくく、ライフスタイルの短いも

の）、それと商業型商品（スペシャリティの実

現、オリジナリティ・ローカリティ、Ｔ・Ｐ・

Ｏ・Ｓが貫徹された商品、生活のコーディネー

トがされたもの）がある。競争に勝っていくに

はやはり商業型商品を持つべきである事。その

具体的商品とは、地産地消のオーガニックの商

品であるということです。その支持されている

という事例にアメリカのスーパーマーケット、

ホールフーズ（オーガニックと自然食の店それ

にＨＭＲを加え品揃え）、トレーダージョー（Ｐ

Ｂ、自然食に優れた店）の急激な成長を挙げて

いた。さらに大きなポイントとして西友を介し

日本侵食を計る世界のウォールマートが有機

野菜の取扱いを考えているとの事です。となれ

ばこれは大きな市場、日本での調達先が問題に

なる。有機商品の調達先を確保できなければこ

の戦いには勝てない。これからは、需要が限定

され、エリアでの特定なお客さまの囲い込みを

しなければならない。その時このオーガニック

商品が一つの戦略商品になる。現地で作らせる

かあるいは、調達ルートを持っているところが

勝ち残れる。ＪＡの中にも有機栽培商品を推奨

しているところがある。私もこの有機商品はブ

ランドとして調達先を確保しておく必要があ

ると戦略的に思います。     （杉田）

講習会・通信教育募集案内 

 ９月の講習会 
 講習会名 ： 第１０回惣菜部門強化講習会 
 場  所 ： 東京都 「ニチレイ雪ｹ谷研修センター」              
 開催期間 ： 平成 1８年９月１２日（火）～９月１４日（木）３日間 
申込締切日： 平成１８年８月２９日（火） 
今回実技は、ロースとんかつ、天ぷら秋冬のお煮しめ、デッシュサラダ、秋冬のお弁当を

予定しています。缶が講習会もできる限りビジュアルに説明しようと考えています。特典

としてレシピ持ち帰れます。是非多数のご参加お待ちしています。！  
 
通信教育口座名 ： 第１２回店舗通信教育（初級・中級） 
 開講日     ： 初級 １１月１日  中級１０月１日             

 受講料       ： １８，９００円（税込み） 
受講申込み   ：  県本部を通して農流研までお申込みください。  

 

第１２回 
通信教育受付

始まります 


